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現在の入試における英作文問題は、大きく分けて東京大学型の英作文問題と京都大学型の英作文問題に分けることができます。京都大学の英作文問題では、評論型の日本文と文学作品の日本文に下線が引かれ、その日本語を英語に直すという極めて古典的な出題形式であるのに対して、東京大学の入試問題は、自由英作文的要素を多く取り入れ、できるだけ平易な英語で自分の考えなどを論理的に表現するという能力が問われています。その他の国公立大学は、このような２つの大学の傾向のいずれかの流れを汲んだ出題をしてきていると考えることができるのではないでしょうか。首都圏の一橋大学や東京外国語大、お茶の水女子大、横浜国立大といった大学は、東京大学の出題形式と類似した問題であるのに対し、関西圏の大阪大学や大阪や京都の公立大学は京都大学と同じような徹底した和文英訳形式の問題が出題されているのも興味深い現象でしょう。地元九州大学では、３年前に自由英作文を中心とした出題形式への転換を示すかのような傾向が見られましたが、その翌年の平成１９年度からは純粋な和文英訳の出題も復活し、現在では和文英訳と自由英作文の両方が出題されるという流れに落ち着きつつあるようですが、このことは、東京大学のような一貫したポリシーの欠如や教授陣の作問力の低さを物語っているようにも思えてなりません。

　さて、センター試験が終わったこの時期、それぞれ自分の志望校の傾向に合わせた英作文の対策が必要となってきますが、まずは重要構文をしっかりと再確認し、自分で自由自在に使いこなせる段階まで運用力を高めていく練習が英作文上達のためには必要不可欠であると言えるでしょう。これまでライティングの授業で取り扱ってきた『英作文基本３００選』で今一度、英作文の基本を今一度復習してください。さらに、このテキストは、首都圏型の自由英作文問題に十分に通用する表現力を養い、確実に得点源とすることができることを主眼としています。自由英作文で使える暗唱用例文１００など、あらゆることを有効活用して、表現力に関する最後の仕上げをしてもらいたいものです。以下では、英作文の答案を完成させていく上で必ず意識して欲しいことと多くの受験生が陥りやすい英作文におけるミスをまとめていきたいと思います。

入試で合否の分岐点となるのは英作文などの表現力問題なのです。作文問題を手堅く得点源とできるよう精進していきましょう。細かなケアレスミスによる失点こそ、０．１点を争う入試では合否を分ける運命の分かれ道になるのですから。健闘をお祈りします。

Stay true to yourself and to your dreams and realize they will come true.  Go for it. 
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　１　　書く前に決めておくこと！
　　　和文英訳であれ、自由英作文であれ、個々の英作文にあたっては、まず「何を主語にするのか。」「動詞の時制は何か。」ということを決めなければなりません。

	◆「主語」の決め方◆

【大前提】　日本語の「～は、～が」＝｢主語｣とは限らない！

英文の主語を決定する場合には、日本文の主語に従うことはもちろんだが、英作文をする際には、主語の立て方にそれだけではない意識しておかなければいけない点がいくつかあります。

（例―１）「～が」を動詞・前置詞の目的語として捉える場合！

　「英字新聞が日本語に新聞と同じように容易に読めたらいいのになあ。」

　→ I wish I could read English-language papers as easily as Japanese language ones.

（例２）「～が」を補語として捉える場合！

　「顔色が悪いわ。どうしたの。」

　→ You don’t look well.  What’s wrong with you?

（例３）「～が・～は」を副詞（句）として捉える場合！「時間」「場所」を表す語句に

　　「～は」「～が」がついたものを修飾語扱いにする。

　「去年の夏は比較的涼しかった。」

→ It was cooler last summer than usual.

	◎見えない「主語」の発見！◎

（例―１）場面によって行為の主体（特に一人称代名詞）が明らかである場合！

　「久しぶりだね。元気だった？」

　→ I haven’t seen you for ages.  How have you been?

（例―２）行為の主体が一般または不特定の人である場合！

　「友人の選択は慎重であるべきだ。」

　→ You ( One ) should be careful when you choose ( one chooses ) 

your ( one’s ) friends.

（例―３）「一見主語でないもの」を主語とする場合！

　「どちらの日でもけっこうですよ。」

→　Either day will do.

【注意すべき事柄】

①　無生物主語構文のパターンを用いる場合。主に＜原因・理由＞を表すような内容が主語となる。

②　天候・時間・距離などを表す文⇒itではじめる！

③「店」「会社」の場合⇒theyではじめる！

④日本文が「～なのは・・・・・だ」となっている場合⇒It is ・・・that～の強調構文！

⑤「易しい、難しい、大切だ」「親切だ、愚かだ、賢明だ」などのように何らかの

＜判断＞や＜評価＞を下している場合⇒　形式主語itを用いた構文！

⑥「～という話だ」という場合⇒ They say ～.

　「～に思える・見える」という場合⇒　It seems that～.


　　２　　時制の決め方！
	　　　【時制の決定に関して注意すべきこと】

①日本文の時制は過去形でも、効果が現在に及んでいる場合は現在完了を使う。

　　（例）「電話のおかげで私たちの日常生活は想像できないほど変わった。」

　　　→ The telephone has changed our daily lives more than we can imagine.
②過去の２つの出来事の間に時間的前後関係があっても、時間の流れ通りに書く場合（単純にandでつなぐ場合）、両方とも過去形で書く。

　　　過去完了を使うのは、時間の流れに沿って書かない場合（実際にはbeforeやafterなどの節とともに用いられるのが普通。）

③「思う」「夢見る」「希望する」などの動詞の目的語になり、内容的に将来のことを表している節には助動詞が必要！

④「近い未来のことで、確定した予定・すでに意思決定がなされていて具体的なてはずを進めているような予定」には、未来形ではなくて現在進行形を用いる。

　　また、「個人の意思では変えられない予定・公共機関や交通機関の予定」は現在形で表す。

⑤「時」や「条件」を表す副詞節の中では、未来形ではなく現在形を用いる。

　ただし、名詞節、形容詞節の場合にはこの規則は適用されないので気をつけなければならない。

⑥現在の事実と反対のことを表す場合は仮定法過去、過去の事実と反対のことを表す場合は仮定法過去完了を使う。仮定法の基本形をしっかり把握しておく必要がある。　＜仮想＞か＜現実＞かといった視点をもちましょう。

· 特に時制に関しては、英作文で重要な要素となりますので、このテキストでも重点的に演習していきます。定着を図りましょう。




　３　　書いている際に注意すべきこと！
　　◆１つ１つの表現をしっかりと定着させることが基本ですが、英作文の答案を採点している際に目立つ初歩的ケアレスミスを以下にまとめてみました。英文を「書く」際に、常に意識を払ってください。

	①　数
	　名詞については単数扱いなのか複数扱いなのか、複数形の主語を単数動詞で受けていないか。　× They says・・・・

　単数形の主語なのに、動詞に３単現のｓが抜けているなど、ネイティブならば絶対にやらないミスを犯す人が多い。

	②　時制
	　動詞の時制にはくれぐれも注意する。

	③　冠詞
	　冠詞は日本人にとっては非常に難しいが、基本的な使い方は間違えないようにする。　theは「スポット・ライト」だ！

	④前置詞
	前置詞は日本語を介さずにコアイメージで押さえよう！


　４　　答案から見る英作文の頻出ミス・・・ワースト５！

	１位
	Recent(ly)を現在時制で使う！
	「最近」のrecent(ly)は現在完了（または過去）時制で使う。・・・・「最近～した」と覚える。

現在時制で使うのは these daysかnowで十分！　

	２位
	現在完了を使いこなせない！
	「～した」＝動詞の過去形という思いこみを捨てること。「今まで～してきた」という意味や「結果」が現在に及ぶ事柄を表す場合は、現在完了！

	３位
	「たいていの人々」をmost of peopleとする！
	most people とする。 後ろに限定語がある場合には、most of the people in this cityとなる。theも忘れないこと。

	４位
	可算名詞と不可算名詞を混同する。
	３Ｆ（food, fruit, fish）は、通常の文脈（細かい種別を表したりする場合以外）では単数形！

　可算名詞と不可算名詞の区別はなかなか難しいが、頻出のものはチェックしておく必要がある。また、どうしても分からない場合には、可算名詞は可像名詞＜その語が表す具体的なものをイメージできるもの＞、不可算名詞は不可像名詞＜抽象的もしくは種類が多すぎて特定の具体的なものをイメージすることができない名詞＞と区別しておけばよい。当然のことながら、不可算名詞は複数形にはできないし、不定冠詞a / anを付けることもできない。

	５位
	文中の語を大文字で始める！
	意外と答案の中で見かける。　大文字・小文字は中学生レベルの初歩的ミスなので、注意したい。こんなことで減点されてはどうしようもないよ。
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　５　　自由英作文を書くための【８つの心得】！

	心得１
	◎指定語数をもとに、全体の構成と語数配分を決めること！

　３０語程度以上の自由英作文なら「譲歩→逆接（主張）」型で書くと分かりやすくなるなど、英文には語数に適した構成がある。問題を見たら、まず指定語数をもとに、英文全体の構成と大まかな語数配分を決めよう！

	心得２
	◎根拠が明確に書けるような主張を展開すること！

　自由英作文はあくまで英語の表現力を見るための問題なので、指定語数を守った上で意味の通る英文が書けるかどうかを最優先に考えるべきである。「自分の意見を述べなさい」という設問の場合であっても、自分が本当に信じていることを書くことに拘る必要はない。それよりも根拠を明確に書けるような主張を選択し、説得力のある英文を書くことが大切である。ディベート的視点が必要だ。

	心得３
	◎自信がある表現だけを使うこと！下書きは日本語ではなく英語ですること！

　表現面のミスは減点対象となるので、答案には確実に正しいと自分が自信が持てる表現しか使ってはいけない。表現に自身が持てない場合は、自信のある表現が使えるように、内容の方を変えるくらいの心構えが必要である。そのためには、英文全体の構成と語数配分を考えた後は、解答を英語で下書きすると良い。そうすれば、自分が知っている表現だけで英文を構成することができる。また、下書きに表現を加えていけば答案が完成できるので、日本語で下書きしてから英訳するよりも時間を節約できる。日本語で下書きしてから英訳すると、自信のない表現を無理に当てはめようとするので、ミスを犯す可能性が高くなる。また、日本語の論理構成に引きずられるので、英語として論旨がわかりにくい文章となってしまう危険性がある。このような、表現と内容面の両面からの欠陥をなくすことができる点を考えれば、日本語ではなく、英語で下書きをするメリットは大きい。

　※自信がある表現を増やすためのにも、『英作文３００選』などを再利用し、使える構文をインプットすること！

	心得４
	◎表現も内容も簡潔な文を書くこと。

　自由英作文では、読解問題に出てくるような長く複雑な構文や、凝ったイディオムを使う必要は全くない。受動態よりも能動態、複文よりも単文、難しい単語よりも基本単語の組み合わせで英文を書く方が分かりやすく、英語としても自然な文になるので、できるだけシンプルな文を書くようにしよう。

　また、内容面でもシンプルになるよう心がけよう。１つのパラグラフにあれもこれもと詰め込みすぎると、論旨が不明瞭になってしまう。１つのパラグラフではトピックは１つに絞るようにすること。読解で習得したパラグラフ・リーディングのスキルを逆応用し、より良い書き手となることを目指そう。

	心得５
	◎英語の表記ルールを守ること！

　□各パラグラフの始めは、アルファベット３～７文字分の空白をとること。

　□複数のパラグラフで英文を構成する場合、１文ごとに改行しないこと。１文ごとに改行された英文は読み手に稚拙な印象を与える。

　□単語の途中では改行しないこと。ただし、どうしても単語の途中で改行する必要がある場合には、音節の区切りで改行しハイフンを付けること。

　□短縮形（I’m , he’d ）は、正式な表記ではないため英作文ではなるべく避けること。

　但し、会話調の英文では、短縮形の方が自然であるので、使った方がよい。

　□数字は１～２桁の場合は英語で書き、３桁以上の数字は算用数字で書くこと。但し、１～２桁の場合でも、特に数値情報について述べる場合（図表読み取りや、統計結果の説明など）は算用数字で表す。　

	心得６
	◎必ず見直しをすること！

　一通り解答を書き終えたら必ず見直しをして、ミスはできる限り摘み取ろう。見直し項目は以下の通りである。

　●設問条件について
　□指定語数は守っているか？

　□英文の内容は問題で与えられたテーマに沿っているか？

　□書き出しが与えられている場合、構文や意味のつながり、主語と動詞の関係、代名詞などは適切か？

　□英文全体の構成は指定語数に適したものになっているか？

　●表現について
　□問題文で与えられた表現を解答に用いる場合、正しく引用できているか？

　　（必要に応じて人称・単数・冠詞を正しく変化させているか？）

　□指示語や人称代名詞を使っている場合、指示内容がとりづらい箇所はないか？また、指示内容が解答に含まれているか？

□ディスコースマーカーは正しく使われているか？

□スペリングミスはないか？動詞の過去形や過去分詞形などの語形変化は適切か？３人称・単数形・現在形の動詞にｓ（またはｅｓ）はついているか？大文字・小文字の使い分けは正しいか？

□必要な場所に冠詞はあるか？

	心得７
	◎自分の手で解答を書く練習を怠らないこと！

　普段学習する際には、実際に自分の手を動かして解答を書いてみることが肝心だ。問題を見たときに「だいたい書けそうだ」という気がしても、実際に自分で書いてみると、表現や内容、さらには論理構成について、多くの点で引っかかることに気づくはずだ。自由英作文のトレーニングとは、そういった引っかかりを明らかにして、１つ１つ解決していく過程である。日頃の授業にもそのような姿勢で臨んで欲しい。

	心得８
	◎試験本番では、採点者にアピールする気持ちを忘れないこと！

　文章というものは本人が思う以上に心理状態を反映する。このため、読み手である採点者にアピールする気持ちで解答を書くように心がけよう。採点者に対するアピールの気持ちは正確さ、丁寧さ、わかりやすさに繋がり、また、最後の１秒まであきらめずに書くという粘りにも繋がる。何より、熱意のある答案は良い印象を与えるのは間違いない。
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文章には必ず筋書きというものがあります。各パラグラフには必ず１つのメイン・アイディア（筆者が読者に最も伝えたいアイディア）を含んでいます。そのメイン・アイディアをいかに説明していくかは、文化によって手法が異なります。また個人単位でもどのようにアイディアを伝えたいかといった各自の論理展開の方法は異なります。
書き手が伝えたい考えを、より効果的に説得力を持たせて読み手に伝えるためには、その主題の説明に応じて適切な論理展開の手法を選ばなければなりません。そのための論理展開のパターンは言語によって異なっています。英語という言語を用いて、自分の主張を読者に伝えるためには、英語という言語が持つ特有の論理展開の型、つまり、レトリックに精通する必要があります。レトリックとは、説得力のある効果的な作文のための論理展開の仕方そのものです。
論理展開の方法が文化によって異なるという点について述べている興味深い研究があります。Ｋａｐｌａｎ（１９６６）は、アメリカで英語を学ぶ留学生の英語で書かれた作文を分析し、それぞれの文化圏でレトリックが異なることを発見しました。それは以下の図のように分類されています。
　　

　　

　　

英語は単純明快でストレートに議論を展開し、核心から離れ論点を変えるような説明の方法をとらないことが図で表現されています。「私はこう思う」→「なぜならこういう理由がある」→「だからこう思う」という論理展開でしょう。＜Ｔｏｐｉｃ　Ｓｅｎｔｅｎｃｅ＞→＜Ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ　Ｓｅｎｔｅｎｃｅ＞→＜Ｒｅｗｏｒｄｅｄ　Ｔｏｐｉｃ　Ｓｅｎｔｅｎｃｅ＞という流れです。一方、日本語は図で示されている通り、回りくどい論理展開で「核心になかなか触れず遠回しに伝えようとする」とＫａｐｌａｎは考えます。確かに、表現方法においても日本語は曖昧で婉曲的な少しぼかした表現を好んで使用するのに対して、英語は表面的な意味が直接はっきりと描写できる後を選択して使用する傾向があります。例えば、「今日は気分が悪いので（理由）仕事を休みます（結果）。」と I can’t make it today（結果）, because I feel sick today（理由）.という例のように日本語と英語では「理由と結果」を述べる順番が異なる場合が多いというのもその一例なのでしょう。従って、文化によって論理展開の方法が異なるというのは納得できる点です。Ｋａｐｌａｎの類型論の知識を英語の文章を読んだり、自分で作成したりする上で役立てることはかなり有益なことだと言えるでしょう。

以下では、英語のパラグラフにおける論理展開の手法として、頭に入れておきたい８つのパターンを紹介します。アメリカ留学していたある人の話によれば、アメリカではエッセイライティングの授業の導入として、必ずモデルパラグラフの暗唱をさせるそうです。一見、大変な作業のように思えますが、何事においても、まずはその理想型を自分の身体の中に内在化させ、模倣することから全ての学習は始まるのではないかと思います。ぜひ、この８つの主張の展開のパターンを声に出して繰り返し音読してみてください。
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自由英作文攻略の鍵は、まずはモデルパラグラフの内在化にある！

英語のロジックを意識して、より良い書き手となろう！

≪パターン１≫　Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｉｏｎ（例証）
伝えたい主題を具体的な例を示して説明する！
	It is said that English functions as an international language. For example, including those who speak it as a second language and somehow deal with it in school and fields of business, the number of people who use English is up to one fourth of the world’s population. Because of the large number of users, it is used among non-native speakers from different countries to carry out business in cross-cultural conditions.


 ≪パターン２≫　Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ（分類）
ある主題を複数のタイプに分類して説明する！
	The organization of English essays can be divided into three components: the introductory paragraph, the body paragraph, and the concluding paragraph. The introductory paragraph starts by stating background information followed by one main statement, and the body paragraph includes one topic sentence and supporting sentences. What was explained in the body paragraphs is summarized briefly in the concluding paragraph.


· （A）be divided into （B）「AはBに分けられる」　
　（A） includes　（B）「AはBを含む」
　　　　（A） be classified into （B）「AはBに分類される」などの表現が多用される。

≪パターン３≫　Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｎｔｒａｓｔ（比較対照）
   ふたつのものの類似点、異なる点を説明する！
	Typical university life in the United States is different from that of Japan. Unlike the students who go to university in America, the students who go to universities in Japan do not live by themselves. That is because in America, students need to live in dormitories since, in most cases, it is too far for them to commute to school from their hometowns. There are also many student residences on campus, which allows them to save money and time in order to concentrate on studying.


[image: image6.wmf]
≪パターン４≫　Ｃａｕｓｅ　ａｎｄ　Ｅｆｆｅｃｔ　（因果関係）
  原因と結果の因果関係を述べる！
	Importing insects from foreign markets onto the domestic market causes serious problems. Breeders often throw them away when they do not need them anymore and when they fail to sell them. However, that causes serious damage to the environment, especially to the ecosystem of domestic insects. As a result, by artificially increasing the number of non-indigenous insects, many kinds of crops are ruined.


· because of ～, due to ～, thus,  therefore,  consequently,  as a result,  (A) causes （B）　などの表現が多用されます。　　　　　　
≪パターン５≫　Ｏｐｉｎｉｏｎ（意見）
	The government should change its policy toward immigrants to this country and accept more of them. The reason for this is that we are facing a decline in the birth rate, and in the future, we will have insufficient laborers to support our industries. In fact, there are many foreign people who want to work hard and diligently, and they are not causing any problems in society.; rather, they are making valuable contributions. I am strongly opposed to the policy of excluding them.


※典型的パターンで、ある考えに賛成か反対かを述べて、自分の立場を指示するパラグラフ。 agree / disagree　, in my opinion （主張）→ the reason for ～, the reason why S+V～ is that Ｓ＋Ｖ・・・・（根拠・理由）→　（再主張）となる。

≪パターン６≫　Ｐｒｏｂｌｅｍ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ（問題解決型）
（問題提起・疑問）→（解決策・答え＝筆者の主張）というパターン
	Japanese society is gradually shifting to an aging society, and the annual birth rate continues to decline. One solution many experts have been discussing on TV is to give working women more opportunities to take maternity leave, so that they can pursue their careers without giving up the hope of having children. But this is still not enough. It is men who need more days off to help their wives who are pregnant. My suggestion is that both men and women should be able to take maternity leave on an equal basis without worrying about retribution.
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	１
	２０１０年：基礎基本が定着しているかどうかが鍵！

	(A)  現在，全世界で約3,000から8,000の言語が話されていると言われている。もしそうではなく，全世界の人々がみな同じ一つの言語を使用しているとしたら，我々の社会や生活はどのようになっていたと思うか。空所を50～60語の英語で埋める形で答えよ。答えが複数の文になってもかまわない。
  If there were only one language in the world,                                       
                                                                                  
                                                                                  
                                                                                  
(B)  以下の例に従って，次の(1)～(8)の括弧内の単語の形を変え，文脈に合うように空所を一語で埋めよ。
(例)  The organization issues three publications every week: a magazine, a newspaper, and a catalog. (publish)

(例)  Our new neighbors seemed unfriendly at first, but they turned out to be very nice. (friend)

(1)  The bridge was              by the earthquake and had to be closed for repairs. (weak)

(2)  The witnesses              yesterday about how the accident occurred, so the police are still investigating it. (agree)

(3)  She had to cancel her              in the gym after she injured herself. (member)

(4)  The composer’s new symphony is a unique              of cheerful melodies and sad
 harmonies. (combine)

(5)  Because the residents of the neighborhood worked together very             , they were able 
to reduce crime in the area. (effect)

(6)  For the past month, the leader of the opposition party has been              the prime 
minister for wasting government money. (critic)

(7)  On Tuesday, the country celebrated the 50th anniversary of the day it became 
             from Britain. (depend)

(8)  It may be necessary to consult a              who can show us how to interpret the data
 correctly. (special)
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	２
	２００９年：意外と基礎基本的な英語力が試された！

	(A)  次のような質問を受けたと仮定し，空所(1)，(2)をそれぞれ20～30語の英語で埋める形で答えを完成させよ。(1)，(2)のそれぞれが複数の文になってもかまわない。
Question：
  Do you think reading books will help you acquire the knowledge you need to live in today’s world?

Answer：
  My answer is both yes and no.


  Yes, because (1)                                                 

  No, because (2)                                                 
(B)  以下の例に従って，次の(1)～(5)について，(a)と(b)の文が同じ意味になるよう，括弧内の単語をそのままの形で用いて，空所を２～５語の英語で埋めよ。
(例)  

(a)  “Can I go to the party?” Susan asked. (she)

(b)  Susan asked if she could go to the party.

(1)  (a)  It’s extremely rare for her to miss class. (almost)

(b)  She              class.

(2)  (a)  His eyesight is so poor that he can hardly read. (such)

(b)  He              he can hardly read.

(3)  (a)  Because the weather was bad, the trains were late. (to)

(b)  The trains were late              weather.

(4)  (a)  That’s the nicest compliment anyone has ever paid me. (a)

(b)  No one has ever              nice compliment.

(5)  (a)  We can’t afford that car. (us)

(b)  That car is              buy.
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	３
	２００８年：時代を見通した視点が問われている！

	(A)  次の英文は，授業でグループ発表をすることになった生徒同士の電子メールでのやり取りである。空所(1)，(2)をそれぞれ15～20語の英語で埋めて，全体として意味の通った文章にせよ。

From: Ken O’Hare
To: Yoshiko Abe, John Carter
Date: Thursday, January 31, 2008, 8:23 PM
Subject: Our group presentation
Dear Yoshiko and John,
I’m writing this e-mail in order to ask you two if you have any idea about how we should cooperate in our group presentation for Ms. Talbot’s class next week. Can I suggest that one of us should do some basic research into a contemporary issue such as global warming, the aging society, environmental pollution, etc., another write a short paper on it, and the third give a presentation based on the paper, representing the team? What do you think about my plan?
All the best,
Ken
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

From: Yoshiko Abe
To: Ken O’Hare
Cc: John Carter
Date: Thursday, January 31, 2008, 9:12 PM
Subject: Re: Our group presentation
Dear Ken,
Thank you for your message. Your suggestion sounds very interesting, but (1)                    

                                                     So, I would rather suggest that (2)    　                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　  .
Best wishes,  Yoshiko
------------------　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　---------------------

From: John Carter
To: Ken O’Hare
Cc: Yoshiko Abe
Date: Thursday, January 31, 2008, 10:31 PM　
(B)  今から50年の間に起こる交通手段の変化と，それが人々の生活に与える影響を想像し，50～60語の英語で具体的に記せ。
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	４
	２００７年：要約力と柔軟な想像力が問われた！


	(A)  次の会話は，英語学習について悩んでいる男子生徒と，その相談を受けた英語教師との会話である。生徒がどのような悩みを持っているか，生徒の英語学習のどこが間違っていたのか，教師はどのようなアドバイスをしたか，の三つの内容を盛り込んだ形で，この会話の要点を50～60語の英語で述べよ。
生徒：
  先生，いくら練習しても英語の聴き取りがうまくできるようにならないんですけど，どうすればいいでしょうか？
先生：
  どうすればいいと言われても，やっぱり地道に勉強するしかないよね。自分ではどんな勉強をしているの？
生徒：
 ケーブル・テレビやインターネットで英語のニュースを見たり聴いたりしてはいるんですけど......。
先生：
  え？  いきなりそんな難しい英語を聴いても分からないでしょう。
生徒：
  分からないです。まったく。
先生：
  そりゃ駄目だよ。意味の分からないものをいくら聴いたって，雑音を聴いているのと同じだからね。聴いて，ある程度中身が理解できるくらいの教材を選ばないと。
生徒：
  とにかくたくさん英語を聴けばいいんだと思っていました。そうか，そこが間違っていたんですね。
先生：
  そう。それに，聴き取りが苦手といったって，英語の音声に慣れていないことだけが問題じゃないんだ。語彙を知らなかったり，知っていても間違った発音で覚えていたり，あるいは構文が取れなかったりしている場合のほうが多いわけだよ。内容を理解する力も必要になってくるしね。毎日やさしめの英文の聴き取りをやって，それと同時に，内容的に関連する読み物を，辞書を引きながら丁寧に読んでごらん。そういう総合的な勉強をすれば，聴き取りの力も伸びると思うよ。
生徒：
  はい，わかりました。
(B)  次の絵に描かれた状況を自由に解釈し，40～50語の英語で説明せよ。
[image: image9.png]
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	５
	２００６年：要点をもれなく簡潔に伝える力が試された！

	(A)　次の会話は，ある小学校の運動会(sports day)の種目についての先生どうしの議論である。A先生(Mr. A)とB先生(Ms. B)の主張とその根拠を明確に伝えるような形で，議論の要点を60～70語の英語で述べよ。
A先生：
　今回の運動会では，競争心をあおるような種目をやめてはどうでしょうか。
B先生：
　そりゃまたどうしてですか？　それじゃやっていて面白くないでしょう。
A先生：
　いやいや，競技の結果によって子供が一喜一憂したり，いらぬ敗北感を味わったりするのはよくないと思うんですよ。むしろ，みんなで協力することの大切さを教えるべきです。
B先生：
　もちろん勝ち負けだけにこだわるのはまずいですけど，勉強においてもある程度の競争心が刺激になるということはありませんか。第一，やめるといっても，たとえばどんな種目をやめるんですか？　徒競走とか？
A先生：
　徒競走なら，同じくらいのタイムの子たちを同時に走らせることにして，それで順位をつけなければ，さほど勝負の要素は強くありませんが，綱引きとか，騎馬戦とか，玉入れとか，どれも勝つか負けるかのどちらかでしょう。
B先生：
　だけど，そういうものを除いたら，出し物が大幅に減って，運動会にならないでしょう。
A先生：
　組み体操とか創作ダンスとか，出し物なんていくらでもあるじゃないですか。
B先生:
　そんな出し物ばかりで子供が喜びますかねえ。いい意味でのライバル意識を育てるために，運動会でも普段の勉強でも，子供にはもっと競争させるべきだと思いますよ。
[image: image10.wmf]
(B)　あなたが今までに下した大きな決断について，60～70語の英文で説明せよ。ただし，
(1)　その時点でどのような選択肢があったか
(2)　そこで実際にどのような選択をしたか
(3)　そこで違う選択をしていたら，その後の人生がどのように変わっていたと思われるか
という三つの内容を盛り込むこと。適宜創作をほどこしてかまわない。



《いろいろとメモをして覚えよう！》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	６
	２００５年：柔軟な思考力と論理的思考力のコラボレーション！
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	７
	２００４年：実践的コミュニケーション能力が問われた！

	(A)　もし，あなたが自宅から電車で片道2時間の距離にある大学に通うことになったとしたら，あなたは自宅から通学しますか，それともアパートなどを借りて一人暮らしをしますか。いくつかの理由を挙げ，50語程度の英語で答えなさい。
(B)　次の文章は，ある大学の登山隊の隊長(the team leader)が出発予定日の朝に隊員たちに向かって発した言葉である。この内容について英語圏から来た留学生の隊員に質問されたと仮定し，その要点を60語程度の英語で述べよ。
　   ちょっと聞いてください。えーとですね，出発の時間になりましたけれども，ご覧の通り，どうも雲行きが怪しくなってきました。それで，このまま出発すると途中で激しい雷雨に見舞われる危険性があるんですね。そこで，どうでしょう，ここでしばらく様子を見てですね，それで天気が回復するようなら出発，2時間ぐらいたってもまだぐずついているようなら，出発は明朝に延期ということにしたいと思います。
[image: image13.wmf]
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	８
	２００３年：分析力も含め総合力が問われた！

	(A)　次の2つのグラフから何が言えるか。40語程度の英語で記しなさい。
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(B)　次の文章は，あるアマチュア・スポーツチームの監督の訓話の一部である。この中の，「雨降って地固まる」という表現について，それが字義通りにはどういう意味か，諺としては一般的にどのような意味で用いられるか，さらにこの特定の文脈の中でどのような状況を言い表しているかの3点を盛り込んだ形で，60語程度の英語で説明しなさい。
　昨年は，マネージャーを採用すべきであるとかないとか，補欠にも出場の機会を与えるべきだとか，いやあくまで実力主義で行くべきであるとか，チームの運営の仕方をめぐってずいぶん色々とやり合いましたけれども，「雨降って地固まる」と申しまして，それで逆にチームの結束が固まったと思います。今年もみんなで力を合わせて頑張りましょう。
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	１
	要旨を的確に捉え、結束ある英文で表現しよう！

	［Ａ］以下は別々の高校に勤務する2人の教師（Mr. A とMr. B）が、文化祭(school cultural festival)について会話したものである。2人の議論の主張とその根拠を明確に伝えるように要`点を60語から70語の英語でまとめなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１０分］
Ａ：私のクラスの生徒たちが文化祭で劇をやろうとしたんだけど、著作権の問題があってできなくなったのよ。結局模擬店で喫茶店をすることにしたわ。
Ｂ：僕の担当クラスは３年生で受験だから、当日見に行くだけで、文化祭は参加しないよ。３年生のクラスは大体そうみたいだ。
Ａ：私のクラスも３年よ。高校最後の年の行事に受験勉強のために参加しないのはどうかしら。
Ｂ：でも劇だったらともかく、喫茶店に文化的な意義があるとは思えないな。そんなことで時間をつぶすぐらいだったら勉強に時間を使うべきじゃないかな。やっぱり受験の方が大切だよ。
Ａ：受験がすべてに優先するなんておかしいわよ。みんなと協力して何か１つのことをする経験の方が長い人生の中では有意義だと思うわ。高校最後の年だし、いい思い出になるんじゃないかしら。
［Ｂ］以下は大学進学について話している2人の高校生（Ａ：女子 Ｂ：男子)の会話である。２人の議論の要旨を５０語から６０語の英語でまとめなさい。　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１０分］
Ａ：昨日ホームルームで言ってた進路のこと考えた?

Ｂ：うん。漠然とだけど経済を勉強しようと思うんだ。就職のことはよく分からないけど、会社員になるだろうし、経済の勉強はしておいて損はないと思うから。
Ａ：私も普通の企業に就職するつもりだけど、日本の大学じゃなくて、アメリカの大学にしようと思っているの。日本の会社でも海外との取引はあるし、この頃外資系の会社に乗っ取られたりすることもあるらしいし。英語の力をつけておきたいのよ。
Ｂ：英語は役に立つだろうけど、英語のために大学に行くのは変じやないかな?　大学は学問をするところで、語学を身につけるところじゃないと思うよ。何か専門的な勉強をするところだろ。アメリカの大学だったら、英語が理解できるようになるまで専門の勉強ができないんじゃないかな。
Ａ：でも4年間あったら語学を身につけた上で、勉強もできると思うわ。それに日本にいたらあまり実際的な語学力は身につけられないように思うし。
Ｂ：僕も英語は身につけたいと思うけど、大学では専門の勉強をして、語学は語学として、短期で留学したり、英会話学校に行けばいいと思うんだけど。
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	２
	好き勝手に書くのが自由英作文ではないぞ！

	（１）次の英文において、前後がつながるようにするには下線部にどのような英文を入れればよいか。文章の一貫性を考えて、１５～２０語の英文を書け。（時間制限１０分）

　　

      　Some people, especially the older generation, complain that computers, the Internet, mobile phones, and many other modern devices make their lives more and more stressful.  However, these new technologies can be used to help reduce stress.  For instance,                           
                                  . Thus, in times of an emergency, technology provides a means to put your mind at ease. 

（２）次の英文において、前後がつながるようにするには下線部①～③にどのような英文を入れればよいか。話の流れを考えて、適切な英文を、それぞれ５～１０語程度で書け。（時間制限１０分）

　　

   Makiko and Yuriko have just watched their friend Kazuko lose a tennis match.  Makiko is surprised by the match results, whereas Yukiko isn’t.  On their way home they are discussing their different opinions.

   Makiko : Too bad Kazuko lost.  Normally she’s an excellent player, but today ①　　　         　.

   Yuriko : Oh, I don’t think that’s the real reason she lost.  Just last month ②                .  

So ③             .  And, of course, if a tennis player doesn’t do that, she’s in trouble. 




[image: image17.wmf]
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	３
	自由英作文は、実は不自由英作文だった！

	（1） 次の英文の空所に１０～２０語の英文を埋め、意味の通った英文にせよ。　　　（時間制限５分）
      As people grow older, their bodies begin to slow down.  Because of this, it might be thought risky for them to continue working at the same pace as they did when young.  However, accidents rates at work for people over sixty-five are slightly lower than those for people under sixty-five.  The reason for this is probably                                                         .

  　 
（２）次の英文の空所を埋め、意味の通った英文にせよ。空所（１）（２）にそれぞれ１０～２０語の語からなる英文を答えること。

（時間制限１２分）

　   　I don’t think English should be taught in elementary school. It is true that English is becoming more and more important in the world. (1)                          .  Because of this lack of time, some of them might feel English is really difficult and come to dislike English. (2)                                  and still have become good at speaking English.  Therefore elementary school students don’t have to study English. 
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（３）次の文中の空所を埋め、意味のとおった英文にせよ。空所(1)～(3)を合わせて４０～５０語とすること。
When it comes to musical tastes, there is a very wide variety in the styles of music that people like to listen to. For example, some people like (1)                                               .
In contrast, others prefer (2)                                                           .
In terms of music appreciation, the important thing is (3)                                    
                         .
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	４
	日本文化に関する説明は最近頻出の出題内容だ！

	［問１］次の語句を日本のことをよく知らない外国人に理解してもらえるよう，わかりやすく英語で説明しなさい。それぞれの語句の説明の５０語以内とする。　（制限時間各１０分）

（１） 納豆　　　（２）お盆　　　（３） 男尊女卑

［問２］Based on your own experiences, write an essay in English ( about 80 words ) to explain the following Japanese proverbs to foreigners who are learning about Japanese culture. 
（制限時間各１０分）
   ①転ばぬ先の杖
②生兵法は怪我の元
 ③精神一到何事か成らざらん 
[image: image19.wmf]
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	５
	読解力も試される空所補充形式の作文問題！

	（１）次の英文の空所にそれぞれ英文を埋め、意味の通った英文にせよ。それぞれ、空所①は１０～１５語、空所②③は２０～３０語の英文とする。　　　　　　（制限時間１０分）
      When I travel abroad for the first time, I would rather travel alone than with family or friends.  Traveling alone has many advantages. First, ①      　　　　　　　　　　　       .  For example, if I travel alone, I can go to just the places I want to visit.  On the other hand, ②   　　　    　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           .  Second, traveling alone will give me more opportunities to improve my foreign language speaking skills.  ③         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         .  In conclusion, I would prefer to travel alone rather than with family or friends.  

（２）次の英文を読み、論旨が一貫した英文になるように空所に適切な英文を書きなさい。ただし、文の数と語数は問わない。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（制限時間１０分）

    I used to drive to work, but last month I started commuting by bicycle.  I did this for three reasons.  First, it’s good for your health.  Bicycling five miles every day ---- Monday through Friday ---- rain or shine, develops many different muscles, strengthens your respiratory system and helps you lose weight.                               Finally, it saves time.  It’s a lot easier to get around on a bicycle in rush-hour traffic than it is to get around in a car.

　　[image: image20.jpg]



（３）次の会話文を読み,話がつながるように空所(1)と（２)を英語で埋めよ。それぞれ10～20語とすること。
Bill:  According to this survey, more than 70 % of Japanese women and men agree with the idea of women staying home to be full-time housewives. I find that quite surprising.

Keiko:  It doesn't surprise me. I am sure that after I get married, I'll be a full-time housewife because 
(1)                                                                                           .

Bill: That may be the case, but staying home all day doesn't sound so appealing to me. If I were a woman, 
I (2)                                                                          .
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	６
	Cohesionによる縛りには十分気をつけよう！

	（1） 次の英文の下線部に、前後の内容に合うように英文を書け。文の数は３～５文とし、語数は問わない。    

                                                             （時間制限１２分）

　　　　Since a telephone call is quicker and easier, people are generally beginning to forget the benefits of letter writing.                                                  For these reasons, there are still many people who prefer letter writing to other means of communication.

（２）次の英文を読み、論旨が一貫した英文になるように空所①②にそれぞれ適切な英文を書きなさい。ただし、それぞれの空所に入れる英文は１０～２０語とする。　　　　　　　　　（制限時間１３分）
   　 Computers have brought our society into the information age.  By connecting your computer to the Internet through your telephone line, you can have instant access to a huge volume of information.  ①           　　　                         .  Certainly, this is a great technological revolution that will change your life for the better.  ②　　　       　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .  After all, it’s up to you to decide which information is valuable and which is not.　　　　　

（３）次の会話文を読み、話がつながるように空所①～③を英語で埋めよ。それぞれ１０～２０語とすること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時間制限１０分）
  A : I think immigration is good for Japan in that ①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. 

  B : I agree there may be some economic benefits in allowing more foreigners to live in Japan, but I’m concerned that foreigners who move to Japan permanently will have difficulty ②　　　　　
                                                                               .  

  A : While I understand your concerns, ③　　　                                     　　

                            .　For example, there are now many foreign foods available and even quite a few international schools.　　　　　

　 B : You might be right.  In any event, it will be interesting to see whether the government will increase immigrant levels.　　
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	７
	図表読み取り型問題への対処法を検討しよう！

	（１）次の図表から読み取れることと、その結果、予測できる状況を考え、４０～５０語の英文でまとめなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１０分］
（2） 次の図表から読み取れることを考え、そのような調査結果からあなたが考えることを５０語以内の英文でまとめなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［目標解答時間：１０分］
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	８
	仮定法を使いこなそう！＝＜現実＞と＜仮想＞の峻別を！

	［１］If you had an opportunity to spend one hour talking to anyone, alive or dead, real or imaginary, who would you want to talk to? First explain why, and then tell what subjects you would like to talk about. There should be a minimum of seven sentences in total.　In essay form, please write approximately 80 words in English in answer to the following questions:　　　　　　
［２］次の（１）～（３）の空所を英語で埋めて、全体として意味の通る英文にせよ。（２）、（３）については、それぞれ１０～２０語とすること。
　Ａ：　Say, if you were to name one tool that is indispensable in your home, what it would be?
　Ｂ：　I would name (1)                                                  . 

     If we didn’t have one, (2)                                                        
                                                                              .
　Ａ：　Really? We can do without that with no problem at all, because (3)                        
                                                                              .  

　Ｂ：　You’re kidding! But maybe we should give it a try. 
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	想像力を発揮して、柔軟に考えよう！

	□次の４コママンガを見て、その内容を４５～５５語の英語で説明せよ。　（解答時間各１０分）

　①
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	□下の絵に描かれた状況を自由に解釈し、それぞれ３０～４０語の英語で説明せよ。

（解答時間各７分）
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	③


《いろいろとメモをして覚えよう！》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【Ｐａｒｔ１】東大第２問傾向把握編





【Ｐａｒｔ２】東大第２問類似問題・予想問題編





英語特有のレトリックを頭の中に刷り込もう！





英作文で確実に点を取るための


チェックポイント！
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